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はじめに

サラサドゥダソ(学名: Enkianthus campanula-

tus)は,ツツジ科ドウダンツツジ属の低木である｡

その自然分布は北海道南西部,本州兵庫県以東,な

らびに四国の徳島県であり,いずれも深山岩地とさ

れている(佐竹ほか1989)｡初夏に釣鐘型の花を咲

かせ,地域によっては観光資源と成っている｡

長野県南佐久郡小海町には1966年,昭和41年1月

27日に,県の特別天然記念物に指定されたサラサド

ゥダソ群落が存在する｡このサラサドゥダソ群落を

適切に保護,保全していくためには,この群落の現

状を把握し,問題点などを認識する必要がある｡

そこで今回,小海町において県の特別天然記念部

に指定されているサラサドゥダソ群落における植物

の組成,群落構造,また立地などを調査,把握し,

今後の保全に資する基礎資料を作成したい｡

また,同時に,県内の他のツツジ群落の現況を,

既存資料から整理し,県内のツツジ群落における小

海町のサラサドゥダソ群落の位置づげを整理したい｡

調査地

対象となるドウダンツツジ群落は,長野県南佐久

郡小海町の松原湖高原に位置する｡標高は1,600m

である｡

近隣の野辺山における西暦2000年までの22年分の

気象庁アメダスデータ(標高1,350m)の月別平均

気温から気温の低減率を一0.6oC/100mとすると標

高1,600mである対象となるサラサドゥダソ群落の

立地の年平均気温は5.2oC,暖かさの指数は
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46.4oC ･月となる｡一般に冷温帯落葉広葉樹林の暖

かさの指数が45-85oC ･月,亜寒帯針葉樹林の暖か

さの指数が45cc･月未満であることから判断すると,

このサラサドゥダソ群落は冷温帯落葉広葉樹林と亜

寒帯針葉樹林の移行域に存在すると考えられる｡

アメダスデータのある近隣の小海町における年間

降水量(雪を含む)は1426.4mm,このうち12月か

ら翌2月までの冬期降水量は133.6mm, 6月から8

月までの夏期降水量は545.6mmであり,冬に降水

(雪を含む)の少ない,太平洋型ならびに内陸型の

降水分布を示す｡

対象となるサラサドゥダソ群落の周囲はカラマツ

の植林が多く,林床は,太平洋側など雪の少ない地

方に多いミヤコザサに覆われている｡

サラサドゥダソ群落の植生概況は以下のようであ

る｡すなわち,高木としてはウラジロモミやミズナ

ラが優占している｡また,優占度(被度)は低いな

がら,シラカンパ,ならびにダケカンバが生育する｡

低木としてはサラサドゥダソの他,トウゴクミツバ

ツツジ,リョウブ,ナナカマドなどが生育している｡

林床は,周囲のカラマツ林と同様,ミヤコザサに覆

われており,長野県の特別天然記念物に指定されて

いる面積は約3 haである｡

調査対象となる立地の土壌は,八ヶ岳の火山灰が

起源と思われるローム土である｡また,溶岩が所々

地表に露出している｡こうしたことから,掘削によ

る土壌断面観察は行っていないものの,概して土壌

は浅いと思われる｡

調査方法

対象となるサラサドゥダソ群落内全体において,

フロラ調査,すなわちどのような植物が分布してい

るかを調査した｡調査日は2010年5月, 7月, 9月
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である｡もれなく対象となる植物を調査するよう心

がけたが,季節によって調査,判別できなかった植

物も少なくない｡例えば,イネ科やカヤツリグサ科

などの草本は,春先の開花,結実期を見逃すと,莱

などでは種の判別を行うことが困難である｡今回の

調査は,必ずしも完全な調査は行えず,前述のよう

な欠点はあるものの,地域のフロラ(植物相)から,

現地の植生がどのようなものかを知る指針として扱

った｡

現地に出現した植物が,どのような性質を持つ種

なのかに付いては,宮脇はか(1994)の日本植生便

覧における各種の位置づけからその性質の判断を試

みる｡

また,対象となるサラサドゥダソ群落内の各々の

状況の異なる地点において,植物社会学的植生調査

(Br-Bl)を行ない,その組成構造(植物種の組み

合わ塘)を把握した.これは,一定の広がりを持つ

調査範囲(10mXIOm程度から20mX20m程度の方

形区)をサラサドゥダン群落内に設定して,その範

囲内に出現する植物を,高木,亜高木,低木,草本

の各層ごとに各植物種の被度と鮮度を記録するもの

である｡

植物社会学的植生調査で記録する被度と群度の基

準は以下のようである｡

優占度　基準

5　被度が75%以上で個体数は任意

4　被度が50%以上-75%未満で個体数は任意

3　被度が25%以上-50%未満で個体数は任意

2　被度が5%以上-25%未満,またはそれ以下で

も個体数が多い

1　被度が5%であるが個体数は多い

+　被度が0.1%でわずかな個体数

これにより設定された各調査地点内の植物種の種

組威と,各階層ごとの被度(優占度)を知ることが

でき,これによって各調査地点の群落構造を知るこ

とができる｡これは2010年5月26日を中心に行った｡

光環境調査一

ツツジ科植物のような低木の生育には,通常上層

で優占する高木層や亜高木層の樹木群によって遮ら

れる光環境が大きな影響を与えると考えられる｡そ

こで,植物社会学的植生調査を行った各地点におい

て光環境調査を行った｡

光環境を測定した高さは,次世代のサラサドゥダ

ソが定着するであろう高さ0,1mと,成長したサラ

サドゥダソの高さを考えた2mである｡これは,

林床を被うミヤコザサの葉群の高さ0.4mの上と下

でもある｡ササの下での光環境は,一般にササに被

陰されて生育が困難な環境下の明るさがどの程度か

を知ることが目的である｡また,ササの上での光環

境は,サラサドゥダソの実生がササの層を抜けだし

たときに,どの程度光環境が改善されたかを見るも

のである｡

光環境の指標としては,光合成有効光量子密度を

用いた｡測定には浜松ホトニクス社製のGaAsPフ

ォトダイオードG1118に100flの抵抗を並列に接続

したものを光量子センサーとして用いた(以下,メ

ーカー名なしに｢光量子センサー｣と呼ぶ場合は,

これのことを示す)｡野外での測定に先立って,ア

メリカライカ社の光量子センサーLI-190SBで校正

して使用した｡野外のオープンサイトには,この光

量子センサーを電圧記録式データロガーであるウイ

ジン3635　50.00mvにセットし, 1分毎に光量子

センサーで起電された電圧を記録した｡一方,森林

内では,同型の光量子センサーを電圧計に接続し,

光環境を測定した時間,高さ,状況と共に電圧を記

録した｡この時,浜松ホトニクスの光量子センサー

で出力された電圧1 JJV (-0.001mv)が光量子密

度0.1pmol/m2に相当する｡オープンサイトの光量

子密度と各地店のササ上,ササ下の光量子密度の相

対値を得ることで各地点の光環境を把握した(相対

光合成有効光量子密度, RPPFD : Relative Photo-

synthetic Photon Flux Density)｡測定は,いずれ

も野外のオープンサイトと林内サイトの光環境が極

端には異なる晴天時を避け,曇天時に行った｡こう

した測定条件は,林内の光環境を測定する際の標準

的な方法である｡

植物社会学的植生調査を行ったのは対象となるサ

ラサドゥダソ群落の7調査区であり,そのなかで複

数の地点ならびに高さ(0.1-2m)の光環境を測定

した｡調査区内の各調査地点の光環境の測定は複数

回行い,それらの平均値を求めることで調査区内の

各調査地点のRPPFDの値とした｡

結果と考察

1.林床の光環境とサラサドゥダンの実生

表1に,群落内7地点で行った光環境調査の結果

を示す｡最初の光環境調査を行った5月26日は上層

のシラカンパやミズナラがまだ葉を展開しきってい

ない季節であり, 2回目の6月22日は展葉が終わっ

た時期である｡そのため,ササの上の明るさを比較

しても, 5月の時点での相対光量子密度が高い｡こ
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の時期にサラサドゥダソも展葉中であるので,短期

間ではあっても,この時期に相対光量子密度が高い,

すなわち好適な光環境であるということは重要なこ

とと考えられる｡

6月の時点ではササの上に比べササの下では相対

光量子密度が低くなった｡しかし,多くの地点で相

対光量子密度が5 %程度と,他の森林に比べ比較的

高い値であった｡これは,後述するような高木性樹

木の適度な伐採,巻き枯らしなどで林床に光が当た

る環境であることから引き起こされたと言えるo一

般の上層の林冠が密閉している森林では,林内の,

ササの上の相対光量子密度が5 %程度で,ササの下

では2%程度といったことが報告されている(棉

爪･山本1975)｡そのため,当サラサドゥダソ群落

のササ下の光環境は,一般の密閉した森林のササの

上に相当する,比較的良好な光環境であったと考え

ることができる｡

高木層の林冠ギャップで,土壌の薄いところや獣

道があるためにササの稗･葉の密度の低いところが

あり,こうしたところではサラサドゥダソの実生が

定着していることが確認できた(調査地点2ならび

に3!図1)｡こうしたところでは相対光量子密度

も高く,上層の樹木の展葉が終わった6月でも5%

近い相対光量子密度を示した(表1 )0
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一般にササの繁茂による地表面の被陰は,樹木の

更新(種子から芽生えての再生)にとって大きな阻

図1.ササの薄い立地に生育するサラサドゥダソの幼木

表1.サラサドゥダソ群落内の各地点,各箇所における相対光量子密度(%, ±標準偏差).

地点　　　優占種　　　　　　　　　調査箇所とその高さ ∩口
22月6

小海1　ウラジロモミ　　　No.1　ウラジロモミ下,ササ上

シラカンパ　　　　No.2　サラサドゥダソ下,ササ上

サラサドゥダソ　　No.3　サラサドゥダソ下,ササ下

ミヤコザサ　　　　No.4　シラカバ下,ササ上

m m m m5　5　1　50　0　0　0 9　8　6　80　0　0　0±±±±6　2　3　25　5　1　2

1

3　2　6　51　1　2　4±±±±5　9　1　20　3　9　7

小海2　カラマツ

サラサドゥダソ

ミヤコザサ

上下ササササ

1　2　30　0　0N N N 1　7　51　0　0±±±3　5　16　5　12　0　02　1　1±±士9　5　57　4　3:　HHm m mO　4　12　0　0

小海3　サラサドゥダソ
ミヤコザサ 上下ササササ

ブププツ　ツ　ヅヤ　ヤ　ヤギギギ1　2　30　0　0N N N 9　3　11　6　2±±±6　5　41　9　53　31　8　34　1　6±±±0　3　81　5　54　3　1m m mO　5　12　0　0

小海4　サラサドゥダソ
ミヤコザサ

し　道

上な下のサササもサササけ

1　2　3　4　50　0　0　0　0N N N N N 0　1　4　6　31　1　0　0　1±±±±±1　7　3　7　74　4　5　1　47　7　9　6　61　0　1　1　0±±±±±0　5　9　9　51　6　4　8　22　1　　　　　　1m m m m mO　3　1　1　12　0　0　nU 0

小海5　カラマツ

ミズナラ

ミヤコザサ

上下ササササ

1　2　30　0　0N N N 2　3　43　3　2±±±3　0　99　4　43　34　3　84　2　7±±±6　6　00　0　56　6　1m m mO　4　12　0　0

小海6　ミズナラ

ミヤコザサ 上下まササササササ

1　2　3　40　0　0　0N N N N

ばら

m m m mO　7　1　12　0　0　0 6　6　3　94　1　6　5±±±±6　7　9　46　4　7　1 7　7　7　82　1　0　2±±±±3　2　6　2

小海7　カラマツ

ミヤコザサ

し

上下なササササササ1　2　30　0　0NN N l　1　64　1　5±±±6　0　60　5　36　　　23　5　46　3　7±±±1　3　50　4　3816卿　m W4　1　10　0　0

注: 5月26日はミズナラやシラカンパなどの展葉中, 6月22日は展築後である.
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害要因となっていることが知られている(柳谷はか

1971)｡そのため,現在の群落の保全を考えるので

あれば,上層を被う樹木の管理(伐採,巻き枯ら

し)だけでなく,地表面を被うササの刈払いなどの

管理も必要になるだろう｡これについては後述する｡

2.サラサドゥダン群落の構造と組成

いずれの地点も林床でミヤコザサが低木としてサ

ラサドゥダソが優占していた(表2)｡高木として

は,ウラジロモミ,シラカンパ,ミズナラ,カラマ

ッなどが見られた｡ただし,高木層における樹木の

優占度は被度クラスで2,すなわち25%以下の被度

で,林床全体を暗く覆うような状況ではなかった｡

これは,現在でも高木の抜き伐りや巻き枯らしなど

の管理が行われていることによると考えられる｡ま

た,自然要因としても,岩がちな立地は高木生樹木

の優占を妨げることを挙げることができる｡

3.サラサドゥダン群落の植物相

対象となるサラサドゥダソ群落に出現した種が出

現するとされる一般的な立地を見ると,山地に生育

する種が多い(表3)｡こうした種にはミズナラや

シラカンパ,ウラジロモミなどがある｡また,低地,

山地を問わず草原,草地に生育するとされる種が多

かった｡こうした種としてシロバナノ-ビイチゴ,

ワレモコウ,キジムシロなどがあった｡

表2.サラサドゥダソ群落内7地点における種組成

小海01小海02　小海03　小海04　小海05　小海06

サラサドゥダソ

ミヤコザサ

カラマツ

ウラジロモミ

シラカンパ

ミズナラ

45　　　44　　　11

55　　　55　　　55

+　　　　55

22

22

+

トウゴクミツバッッジ　　12

マンネソスギ

ミヤマイボタ

アカマッ

ススキ

ケカマツカ

イチヤクソウsp

ダケカンバ

ナナカマド

ズミ

ミヤマザクラ

イネ科sp

イロハモミジ

タチッボスミレ

マイゾルソウ

アオダモ

アキノキリンソウ

サワフタギ

ツノ/→シ′ノヽ　ミ

モミジイチゴ

ヤマオダマキ

ヨモギ

リョウプ

アカイタヤ

アカショウマ

イクドリ

オトギリソウ

ガマズミ

キク科sp

キジムシロ
コヨウラクツツジ

タラノキ

テツカニデ
ニガナ?

/､ソゴソソウ

マメザクラ

マニ1　ミ

ミツバッチダリ

へビノネゴザ

ヤマハハコ

什十十　+　+　　++

+什　+++

+

+

+

55　　　22

44　　　44

iF!

+

121 1+　1 ll 1

+ll

44　　　　22

33　　　33
1_7ご

1 1+2212

+1 1+1 ll 1

十十　　++　　　+

jj　　+　+　+++

+　　　+

+++　　++十+

++

+++　　+十十 +++

+　　+十　　十

十

表中の数値は各植物の優占度を示す被度ならびに群度である.詳細は本文の調査方法を参照.
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表3.サラサドゥダソ群落内ならびに周辺に生育していた植物種

19

和名　　　　　　　　　　　　　　学名　　　　　　　　　生活型･ラウソケ7の生活型,主な生育地　　　　　植生学的位置づけ

オシダ科
へビノネゴザ

オシダ

イノモトソウ科

ワラビ

ヒカゲノカズラ科

ヒカゲノカズラ

マツ科

ウラジpモミ

カラマツ

アカマツ

ヤナギ科

イヌコ1)ヤナギ

カバノキ科

ヤ-ズハソノキ

ダケカンバ

シラカンノミ

ツノノ＼シノ→ミ

Alkyrzum yokoscense

D7yOPteris crassirhizoma

Pteridium aqullinum var latiusculum

Lycopodium cklyatum

Abies homolepZS

Lank kaemiyferi

Pinus denslj70rla

SbllX mtegY.7

Alnus matsumurae

Betula ermaml

Beiula pla妙kylhl Var jaPomca

Co7ylus sleboldlana

ブナ科
ミズナラ　　　　　　　Quercus mongolica ssp. msPula

タデ科
タニソバ　　　　　　　Persicaria nepalensts

イタドリ　　　　　　　Reynoutr由japonica

キンポウゲ科

トリカブトsp Aconitum sp

アキカラマツ

キバナノヤマオクマキ

メギ科

メギ

マタクビ科

ミヤママタクビ

オトギリソウ科

オトギリソウ

コケオトギリ

ユキノシタ科

チダケサシ

/､ナチダケサシ

･･∴t=r

ヒメキンミズヒキ

ヘビイチゴ

シロバナノへビイチゴ

ズミ

キジムシロ

ミツバッチグリ

ケカマツカ

マメザクラ

ミヤマザクラ

ノイバラ

ミヤマニガイチゴ

サナギイチゴ

モミジイチゴ

ワレモコウ

ナナカマド

シモツケ

マメ科

ヤプマメ

ヤマハギ

アカツメクサ

カタバミ科

オッタチカタバミ

フウロソウ科

ゲンノショウコ

/､クサンフウロ

カニデ科

ヤマモミジ′

ウリハダカニデ
ニシキギ科

ツルウメモドキ

マこしミ

ブドウ科

ヤマブドウ

サンカクヅル

グミ科

グミsp

スミレ科

タチッボスミレ

アケポノスミレ

スミレsp

アカバナ科

アカバナ

ウコギ科

ウド

タラノキ

ハリギリ

セリ科

シシウド

Thaltctrum minus var. hypoleucum

Aquilegia bueygeyiana f. jlauescens

Berbeyis thunbergl'i

Actinidia kolomikhZ

HyPericum erectum

Hypencum laxum

Astilbe microphylla

Astilbe thunbergii γar. formosa

AgrlmOm'a upi)omca

Duchesnea chPySantha

Fragaria mppom'ca

Malus toringo

Potentilla fy.qgan'oides ∀ar major

Potentilla freynzana

Pourthiaea villosa ∀ar zollingeri

Prunus incLSa

PninuS m(ZXimowiczii

Rosa multlj707.a

Rubus micropkyllus var subcrataeglfolluS

Rubus oldhamii

Rubus Palmatus var coptopkyllus

Sanguiso rba ojft'cinalts

Sorbus commixta

Spiraea jaPom'ca

Amphicaゆaea bracteahl SSp edgeu)oyihl川ar. ]aPontca

Le砂edeza blCOlor

Tnfolium ♪ratense

C)Mlis stricta

Geram'um thunbeプgii

Gey.amum yesoense var niz･Z)Onicum

Acer amoenum var matumurae

Acer rufl'nerL,e

CelastniS Orbiculaius

Euonymus s%ebolduznus

l乃tts cotgnetiae

V%tis j7exuosa

Ehzeagnus sp,

viola g73/Poceras

Viola rossii

viola sp

Ep%lobium pymcho lophum

Aralia cordata

Ay.alia ehzta

Kalopanax pictus

A ngelicaタubescens

多年草　　　Ch　山地一廃鉱

多年草　　　Ch　山地

多年草　　　G　低地～山地一草原

常緑多年草　H　山地一貧栄養地

常緑針葉樹　　　山地一尾根状地,湿潤地

夏緑針葉高木MM山地～重商山一火山性崩壊地河辺など

常耗汁葉高木MM低地～山地

夏緑低木　　N　低地～山地一渓畔,河原

夏緑低～高木　M　亜高山一雪崩斜面

夏緑高木　MM亜高山～高山一雪崩地

夏緑高木　MM山地一高原,内陸気候地

夏緑低木　　N　山地

夏緑高木　MM山地

一年草　　　Th　低地～山地一畦,湿地

多年草　　　G　低地～高山

多年草　　　G

多年草　　　H　低地～山地-草原

夏緑低木　　N　低地～山地

夏緑藤本　　N　亜高山

多年草　　　H　低地

1-多年草　　H　低地一田畑,湿地

多年草　　　H　山地一湿地,草地

多年草　　　H　山地-草地

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　H

夏緑低～高木N～H

多年草　　　H

多年草　　　H

夏緑低木　　N

夏緑高木　　M

夏緑高木　　M

夏緑低木　　N

夏緑低木　　N

夏緑低木　　N

夏緑低木　　N

山地一草地

低地一田畑

山地一事原

山地一湿地,尾根状地,林緑

低地一草原

低地一軍原

山地
山地
低地～山地一杯緑

山地
山地～亜高山
低地～山地一伐採地

多年草　　　H　山地一草原

夏緑高木　　M　山地

夏緑低木　　N　山地～亜高山一草原

一年草　　Th　低地一林緑

夏緑低木　　N　低地～山地

多年草　　　H

多年草　　　H　低地一路傍,草原

多年草　　　H　高山一高茎草原

夏緑高木　MM山地
夏緑高木　MM山地

夏緑藤本　　M　低地～山地

夏緑低木　　M　山地

夏緑藤本　　M　山地一林緑

夏緑藤本　　M　山地一林緑

夏緑低～高木　N　山地

多年草　　　H　低地～山地

多年草　　　G　山地一疎林内

多年草　　HH低地一田畑,渓畔,水湿地

多年草　　　G　低地～山地

夏緑高木　　M　山地一伐採跡地

夏緑高木　MM山地

多年草　　　H　山地

ブナクラス標徴種

ススキクラス標徴種

サワダツーウラジpモミ群集標徴種,ほか

アカマツ群田原徴種

イヌコリヤナギ群集標徴種

オオバユキザサーヤハズハソノキ群集標徴

ミヤマ-ソノキーダケカンバ群集,ほか

レンゲツツジーシラカンパ群集標徴種
コナラーミズナラオーダー標徴種ほか

コナラーミズナラオーダー標徴種はか

ナギナタコウジューハチジョウナ群集区分種

ススキクラス標徴種

ミヤママタグピーヤマブドウ群団標徴種

ススキクラス標徴種

ススキクラス標徴種

ブナクラス標徴種
ノイバラクラス標徴種

ススキクラス標徴種

ブナクラス標徴種

ススキクラス標徴種

ゲソノショウコーシバ群集標徴種

ブナクラス標徴種

ブナクラス棟徴種

ノイバラクラス標徴種
コナラーミズナラオーダー標徴種

タラノキークマイチゴ群集標徴種
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リョウプ科

リョウプ

ツツジ科

サラサドゥダソ

コヨウラクツツジ

レンゲツツジ

Clethra barbinervLS

Enkian thus camPanuhztus

Menziesia pentandra

Rhododen dron jaPon icum

トウゴクミツパッツジ　Rhododendron wadanum

サクラソウ科

オカトラノオ　　　　　Lysimachia clethroides

コナスビ

ハイノキ科

サワフグギ

モクセイ科

アオダモ

ミヤマイボタ

リンドウ科

ハナイカリ

ガガイモ科
ガガイモ

アカネ科
クルマムグラ

カワラマツバ

シソ科

クルマバナ

イヌゴマ

イブキジャコウソウ

ゴマノハグサ科

クチコゴメグサ

オオバコ科

オオバコ

スイカズラ科

ガマズミ

コバノガマズミ

キキョウ科

ヤマホタルブクロ

キク科
セイヨウノコギリソ

ヤマハハコ

オトコヨモギ

ヨモギ

ノコソギク

ゴマナ

ノアザミ

ノハラアザミ

ヨツパヒヨドリ

ニガナ

コウゾリナ

ハソゴンソウ

アキノキリンソウ

ヒメジ′ヨオン

ユリ科

ネバリノギラン

コパギボウシ

マイゾルソウ

イグサ科
ヤマスズメノヒエ

イネ科
ヤマカモジグサ

ノガリヤス

ヒメノガリヤス

イワノガリヤス?

アプラススキ

ウシノケグサ

ススキ

カリヤス

スズメノヒエ

ミヤコザサ

カヤツリグサ科

スゲspl.

スゲsp2

ラソ科

ネジバナ

島野光司･谷垣晃司

夏緑高木　　M　山地

夏緑低木　　M　山地

夏緑低木　　N　山地～亜高山

夏緑低木　　N　山地一湿地,二次林内

夏緑低木　　N　山地

多年草　　　H　低地～山地一草原

Lysimachkl japonica f. subsessllis　　　　多年草　　H　低地～山地一杯緑

symplocos chinensISVar. leucocaゆa f bilosa　夏緑低木　N　山地

Fram'nus lanuginosa f serylata　　　　　夏緑高木　MM山地

Lなustnm tschonoskil　　　　　　　　夏緑低木　N　山地一適潤地

Halenia coynicuhZta　　　　　　　　　　1-2年草　　Th　山地

MetaPlexis jaPonica　　　　　　　　　多年草　　G　低地

Gal%um tnjlorlforme var. mi'Ponicum　　多年草　　H　山地一林内

Gallum Verum Var. aSlaticum i nikkoense　　多年草　　H　山地一草原

clinopodium chinense var. Parvljlorum　多年草　　H　山地一路傍

Stackys riederl Var. intermedia

Thymus seタコ妙Ilum ssp. quinquecostatus

EuPhylaSia mfαimouJiczu

PLmtago aslatica

Vt'burnum dilatatum

Vi'burnum eyosum var Punctaium

CamPanula punctahz var hondoens由

ウ　Achillea ml'llefolium

Anaphalゐmargaritacea

Artem由ia jai･Onica

Artemiskl PrincePs

Aster ageratoides ssp. ovatus

Aster glehnil Var. hondoensis

Cirsium jaPonicum

Cirsium oligophyllum

Eupaton'um chinense ssp, sachalmense

Ixeris denおta

Picris hieracioides var. ghzbrescens

Senecio ca㌘乃ablfolius

Solidago ulrgaurea Var aSiatica

Stenactis annuus

Aletris folz-ahZ

Hoshz sleboldii f lancifolia

Maianihemum dilahztum

Luzula multlj7oya

Brachhodium sylvailCum

多年草　　　G　低地一湿性地

夏緑低木　Ch　山地～高山一岩石地

1年等　　Th　山地-草原

多年草　　　H　低地～山地一路傍

夏緑低木　　M　低地

夏緑低木　　N　山地

多年草　　　H　山地一崩壊地

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　G

多年草　　　H

多年草　　　H

多年草　　　H
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2年草　　　Th

多年草　　　H

多年草　　　H

l年草　　　Th

低地～山地一放牧地
山地～亜高山一草地

低地～山地
低地一路傍,荒地

低地～山地
山地一湿性地

低地～山地
山地一軍原

山地
低地～山地一湿性地

山地一路傍

山地-湿性地

低地～山地一河原,草原

低地一荒地

多年草　　　H　山地～高山一草原

多年草　　HH　山地

多年草　　　H　山地

多年草　　　H　低地～山地一杯内

calamagrostlS arundl'nacea var. bnchyiyl'cha　多年草　　H　低地～山地

Calamagrosiis hahonensis

Calamagros如Iangsdoぢ卵子

EccoiloPus cotullfer

Festuca ouina

Miscanihus sinensis

Miscanthus tinctorius

Paspalum thunbey.gil

ふzsa mcponica

Carex spl.

Cares sp2

Spmnthes sinensis var, amoena

多年草　　　H　山地一草原

多年草　　　H　山地～商山一湿地

多年草　　　H　低地一草原

多年草　　　H　山地～高山一湿地

多年草　　　H　低地～山地一草原

多年草　　　H　山地

多年草　　　H　低地一湿地,水田

常緑低木　Ch　山地スズタケープナ群集標徴種

多年草　　　H　低地-草原

イトスゲーリョウプ群集標徴種

スズタケ-ブナ群集棟徴種
コメツガ林に多い

レソゲツツジーシラカンパ群集区分種

ススキクラス標徴種

ゲソノショウコーシバ群集標徴種

ブナクラス標徴種

ブナクラス標徴種

ススキクラス標徴種

オオバコオーダー標徴種

コナラーミズナラオーダー標微積

コナラーミズナラオーダー標徴種

フジアザミーヤマホタルブクロ群団標徴種

帰化,欧亜原産

ススキクラス標徴種
ヨモギクラス標徴種

ススキクラス標徴種

ススキクラス標徴種
ススキクラス標徴種
ヨツパヒヨド1)-ヤナギラン群集区分程

ブナクラス標徴種

イワノガリヤスーヨシ群集標徴種

ススキクラス標徴種

ススキクラス標微積

山地に生育するとされる種が多かったことは,こ

の地の標高が1,600mであること,先に述べたよう

に植生帯が山地帯の上部であることと整合性がある｡

また,この群落は,かつて薪炭林として維持され,

現在も明るい光環境を維持するための抜き伐りなど

がされていることを考慮すると,草原に生育する種

が多く出現したこともよく説明できる｡

こうした,山地の草原に生育する種,特に草本種

が多く出現することが本群落の特徴と言える｡

シダ植物が少ないことは,この立地に沢がなく,

明るい立地であるためだと考えられる｡今回出現し

たシダ植物のうち,ワラビやヒカゲノカズラなどは

明るい草地や夏のスキー場の法面などで見ることが

できる陽性植物である｡此処で見られたシダのうち,

一般の森林に生育するとされるシダはオシダや-ど

ノネゴザに限られた｡
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いくつかの種は,この立地が山地帯から亜高山帯

にかけての移行域であることを指し示す｡例えば,

ミズナラやヤマモミジ,ウリ-ダカニデ,シラカン

パなどほ通常,ブナと共に標高700mから1,500m

にかけての山地帯に生育する高木性樹木である｡ま

た,ウラジロモミは山地帯の上部に生育する種であ

り,モミよりも高い標高に出現する｡

その一方でダケカンバは標高1,500m以上の亜高

山帯に生育する種である｡こうした木本種の分布に

加え,調査地の立地が標高1,600mという事実を考

え合わせると,この群落が山地帯落葉広葉樹林から,

亜高山帯常緑針葉樹林域-の移行域であることを確

認できる｡

4.サラサドゥダンの生育に適している環境

上層で優占する高木のうち,ミズナラ,シラカン

メ,ダケカンバ,カラマツなどはいわゆる陽樹であ

り,自然状態での再生ももちろんあるが,原生状態

の極相林に伐採などの人手が入ったときに優占する

種であり,この地が陽向地であることが示唆される｡
一般に,シラカンパやミズナラの優占する林は人手

が入らず自然の遷移が進めばブナの優占する林に遷

移していくと考えられている｡また,ダケカンバや

カラマツの優占する林も,同様にシラピソ,オオシ

ラピソに遷移することが考えられている｡ブナにつ

いては,太平洋側や内陸性気候下で雪の少ない地域

では優占度が低下することが知られているものの

(島野1998),このサラサドゥダソ群落は,入会の

薪炭林として,長く人手が入り伐採,管理が施され

てきたということが考えられる｡こうしてできた明

るい光環境が,サラサドゥダソを始め,多くの陽性

植物の生育に寄与してきたと考えられる｡バラ科の

低木(ノイバラ等),草本(ミツバッチグリ等)辛

キク科(ゴマナ,ヤマ/､-コ等),イネ科(アプラ

ススキ等)の草本が多く生育しているのは,こうし

た理由からであろう｡

もう一つ,サラサドゥダソなどの陽性植物がここ

で生育しやすい条件として,岩がちな立地を挙げる

ことができるだろう｡

一般に,上層の高木を伐採しても,林床,もしく

は地表面をササが多ってしまえば,陽性草本の生育

やサラサドゥダソの更新(種子から芽生えての再

坐)は困難になることが考えられる｡しかし,この

土地はしばしば八ヶ岳起源の溶岩が地上の露出して

いる｡こうしたことから,土壌の面的割合が低いこ

とが確認でき,また土壌層も比較的薄いことが考え

られる｡
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このため,地下茎で繁殖するササがその繁茂を抑

制され,ササによる他の植物の被陰が弱いことが考

えられる｡

さらに,当地に生育しているササは,太平洋側や

内陸性気候下の雪の少ない地方に分布するミヤコザ

サであった｡ミヤコザサ同様,比較的雪の少ない地

方に生育するスズタケほ高さ2 m近くまで成長し,

しかも一度成長した稗(地上部の茎)は数年にわた

り存続し,スズタケよりも背の低い植物を被陰し続

ける｡しかし,ミヤコザサは高さがせいぜい50cm

程度で,しかも梓の寿命が1年から2年と短い｡そ

のため,スズタケなど,他のササに比べ背の低い植

物,すなわち,草本や樹木の実生に対する被陰が弱

いことが考えられる｡

事実,今回の調査でも,背が低く,稗のまばらな

ミヤコザサの間からサラサドゥダンの実生や幼木が

生育していることが確認された｡

すなわち,長年行われてきたであろう薪炭用の伐

採に加え,ササの繁茂に不都合な溶岩の存在や土壌

の薄さ,草らにササの種類が梓の寿命が短く背の低

いミヤコザサであることが,サラサドゥダソといっ

た陽性の低木や,様々な草本種の生育を可能にして

きたと考えることができる｡

ササの繁茂が弱く,林床の光環境が好適であるな

らば,サラサドゥダソ以外の様々な植物にとって有

利な環境であると考えられる｡しかしながら,地表

に溶岩が露出したり,土壌が薄いという条件から,

立地の乾燥に強いツツジ類にとって適した環境であ

ると考えられる｡サラサドゥダソと共に生育してい

たトウゴクミツバッツジや,ツツジではないが1)ヨ

ウブなどがこうした恩恵を受けていることが考えら

れる｡

5.サラサドゥダン群落の今後と管理

地元小海町の住民諸氏にとって当地のサラサドゥ

ダソが今後どうなっていくのか,あるいは現在のサ

ラサドゥダソがどの様な状況なのかについては憂慮

する点もあろう｡

そうしたものの一つが,毎年のサラサドゥダソの

開花数に関するものではないだろうか｡樹木の場合,

果樹も同様であるが,花が咲く,あるいは実が付く

のには｢表年｣ ｢裏年｣がある｡毎年多くの花を咲

かせ,実を付けるものよりも, 1年おきに表年(豊

作年)と裏年(不作年)を繰り返すもの,あるいは

数年に一度,大豊作年を迎えるものも多い｡これは,

毎年大量の実を付けることがェネルギ-的に樹木に

とって負担になることがその理由の一つ考えられて



22 島野光司･谷垣晃司

おり,表年は年輪の幅が狭いことなどがこの根拠に

なっている｡もうひとつの理由は,あるいは毎年同

じように種子をつけると,それに見合う数の動物を

養うことになり,ほとんどの種子が食べられてしま

うため,これを避けるために,例年は少なく実をつ

けておき,数年に一度,大量に実をつけるためだ,

というものである｡

そのため,ある年だけを取り上げて,その年の花

の付き方が少ない,結実が少ないということを心配

する必要は,それほど無い｡数年間の観察を続け,

表年,裏年のリズムを把握すればよいだろう｡

これは,毎年観察をする個体,枝を決めて,花の

房の数,一房の中の花の数を継続的に数えればよい｡

こうした作業は,地元の小･中学生などの子供たち

の環境教育にも適しており,研究者が調査を行うよ

りも,子供たちの授業に取り入れられたらよい｡こ

のことが小海町の子供たちに郷土の自然を知ること,

誇りを持つことにつながるのではないだろうか｡

毎年の花の数に一喜一憂する必要がない一方,吹

年度の葉や花になる,冬芽が枯れていたら注意が必

要だ｡これには遅霜などの可能性が考えられる｡冬

には耐凍性を持って守られていた冬芽も,春に気温

が高くなるに連れて,耐凍性を解除し,成長を開始

したところに遅霜が来ると冬芽が凍結,枯死してし

まい,その年の成長が止まってしまう｡地球全体が

温暖化することで,これまで小海のサラサドゥダソ

が経験しなかったことが起こる可能性がある｡山梨

県の西部にある甘利山のレンゲツツジも,例年は積

雪に守られて凍害を受けなかったものが,雪の少な

かった年に,積雪面から出た部分の芽が被害を受け

たことがあった(島野2005)｡

花付きと共に,サラサドゥダソの枝枯れについて

心配される方も多いと思う｡しかし,日の当たらな

い樹冠の下層で枝が枯れていくのは自然なことであ

る｡これに付いては心配する必要はない｡一方,木

の上のほうが枯れたのなら問題で,これが梢端枯損

と呼ばれるものだ｡今回の調査でサラサドゥダソの

個体を観察した範囲では,こうしたものは見当たら

ず,当面は問題ないはずである｡しかし,周囲にあ

る高木との関係に注意し,サラサドゥダンの保全の

ために周囲の樹木を間引いていくといった作業は考

慮されるべきである｡

さらに, loo牛, 200年先を考えるのであれば,部

分的にササを刈ったりして地表に光を当て,次世代

を担うサラサドゥダソの実生,幼木を育てるべきだ｡

しかし,ササを全面的に刈ってしまうことは避ける

べきである｡なぜなら,ササの地下茎が土壌を網の

目状に縛り,土砂崩壊を守ってくれているからだ｡

なお,似たような事例として,国の天然記念物に

指定されている浅間山麓の｢湯の丸レンゲツツジ群

落｣ (長野県小諸市･群馬県嬬恋村)では,長年に

わたりレンゲツツジの保護増殖事業が精力的になさ

れてきている(後藤･井田　2010)｡ここでは最近,

レンゲツツジという単一種に重点を置いた保全から,

生物種の多様性に配慮したレンゲツツジ群落の保全

への転換を目指しており,こうした動きも参考にす

るべきである｡

6.当地におけるカラマツ

ここで,対象となるサラサドゥダソ群落の周囲に

位置するカラマツ植林について触れておく｡日本に

おける植林用樹木の代表はスギだが,カラマツは昭

和30年代の拡大造林の時に,寒い地方を中心によく

植えられた｡長野県や北海道などである｡戦後の建

築需要を考慮し,復興のための需要が考えられ,他

の地域はスギだが,この地域は寒さに強く生育の早

いカラマツが使われた｡

カラマツほ本来どんなところに生育できる種なの

であろうか｡本来は,乾いたところから湿ったとこ

ろまで,どんな立地環境でも広く生育できる種だと

考えられる｡例えば,長野県松本市の上高地では,

細かい磯が堆積し,乾燥した立地にカラマツが生育

する一方,同じく上高地で地表面が水に浸かるよう

な立地にカラマツが生育する現象も見られる｡この

ように,乾いた立地から湿った立地まで広くカラマ

ツが生育できる一方,中庸な,いわゆる環境の良い

とされる立地ではブナやミズナラに競争で負けてし

まい,生育が困難であることが考えられる｡カラマ

ツが厳しい環境に耐えられる陽樹であるものの,ブ

ナやミズナラなどが生育できる環境では耐陰性に勝

るブナなどに遷移が進み,カラマツからミ女ナラや

ブナへ優占種が置き換わっていくことが考えられる｡

こうした性質を持つカラマツであるが,これが植

林として人工的に植えられた時の,自然環境に良く

ない点を指摘しておきたい｡

まず,カラマツは亜高山帯を主たる生育地にする

針葉樹でありながら,亜高山帯の他の常緑針葉樹に

対し,落葉針葉樹であることが挙げられる｡これは,

冬期に葉を落とし,春期に開業するものの,カラマ

ツが開葉するまでの間,林床に光が指す環境を作る

ことで,カラマツの下は明るい環境が生じる｡こう

した光環境のもとでは,土のあるところだとササが

一面に地表を覆ってしまい,暗い地表面環境が生じ
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る｡このため,ササ以外の植物が生育できなくなっ

てしまう｡同様にサラサドゥダソの実生(芽生え)

もササの下では生育できない｡

こうしたササ以外に不利な光環境を改善するので

あれば,ササを部分的にでも苅る必要がでてくる｡

では,かつて,この地を薪炭林として利用してい

た時期はどうであっただろうか｡人為的に維持され

てきたススキ野原などの人工草地は,茅葺き屋根の

材料や飼葉,ならびに畑地の肥料として維持されて

きたことが知られている｡このように当地のササは

刈り取られていたであろうか｡もうひとつの可能性

は,当地のササは戦後のカラマツ植林のあと広く広

がった可能性もある｡しかしながら,燃料革命が進

ち,薪炭材を必要とせずガス燃料が普及し,材の採

集が行われなくなる頃や,化学肥料が普及し,肥料

としての下草が必要とされなくなるころ,ならびに

戦後の建築木材の需要が増し,この地でカラマツ植

林が増加していったであろう頃が,時を同じくして

昭和30年代であることを考えると,どの理由が卓越

して現在のようなササが林床を多い,サラサドゥダ

ソを始め他の植物種の更新が困難になった状況が進

んだのかは判断が難しい｡

北海道でもカラマツ植林の下は,ササが繁茂した

ため,他の植物の生育が困難になり,かつて自然に

生育していた植物が減少してしまったという｡カラ

マツは高木だが,カラマツ植林が自然の高木性樹木

を無くしてしまっただけでなく,林床の草本もなく

してしまう現象が知られている｡

上高地などの自然のカラマツ林の場合,傑地では

土がないので地下茎繁殖をするササは広がれず,湿

地においては過湿な条件のためササの侵入が困難で

あるため,その土地の自然の植物が,ササに阻まれ

ることなく生育している｡このことは,カラマツと

いう樹木が悪者というわけではなく｢カラマツを大

規模に植えたら自然がどうなるかを考えなかった人

間｣の考慮が足りなかったことを示している｡これ

は,戦後という時代を考えれば,やむをえない面も

ある｡しかし,これからの時代は,各々の植物の生

態を考えた上で,我々は行動すべきであると言える｡

7.小海町のサラサドゥダン群落に見られる地域的

自然環境の独自性とその価値｡

まず,ツツジ科植物に見る当地の自然環境の独自

性を検当する｡当地では,サラサドゥダソの他に,

ツツジ科植物としてトウゴクミツバッツジが見られ

た｡この｢トウゴク｣とは｢東国｣を意味し,東日

本に生育するミツバッッジの仲間の種類を意味して
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いる｡長野県内にはこのトウゴクミツバツツジのほ

かに大町市周辺に分布するユキダニミツバッッジ

(｢ユキダニ｣は｢雪国｣を意味する)や飯田市を

中心に木曽,伊那･飯田地方に生育するダイセソミ

ツバッッジ(｢ダイセソ｣は中国地方･鳥取県の

｢大山｣地域を意味する)が分布する｡このように,

長野県内だけでも,地域によって出現するミツバッ

ツジの種類が違う｡このことは,当地の佐久地域が

長野県内でも東部に位置することをよく表している

と言える｡

こうしたことから,サラサドゥダソだけによらず,

当地の生育する様々な植物の分布が,この地域,す

なわち長野県内にあっては東部に位置し,内陸性気

候のもと雪が少ない自然環境をよく表していると考

えることができる｡ブナが見られずミズナラが多い

ことも,ウラジロモミの生育や溶岩の露出,薄い土

壌の分布などと考え合わせると,人為的な伐採ばか

りでなく,雪の少なく,八ヶ岳火山の影響を受けた

当地の自然環境を表すと考えてよかろう｡

こうしたことから,サラサドゥダソだけでなく,

当地に生育する様々な植物の生育と,その組成(級
'み合わせ)に注目し,当地の独自性や貴重さを認識

するのが望ましい｡こうした認識によって,当地の

サラサドゥダソ群落の価値が再評価され,郷土の誇

りとして,長く維持･保全されることが望まれる｡

8.長野県内に存在するツツジ属とその属する群落

最後に, 1979年に長野県から発行された｢長野県

の現存植生｣ (宮脇(宿) 1979)から,ツツジ科植

物に関わる記述を一部改変しながら引用し,県内の

ツツジ群落の特徴をまとめておく｡これによると,

長野県内に生育するツツジ科植物は約43種,そのう

ちツツジ属は14種存在しており,それらが生育する

群落は22群落確認された｡以下,標高帯ごとにツツ

ジを含む群落を紹介するが,ツツジ科植物ついては,

初出時に学名を記す｡

高山帯のツツジ群落

高山帯とは,一般的に森林限界の標高以上の高さ

のことを示し,長野県における森林限界は赤石山脈

では2,600-2,800m,木曽山脈2,600m,八ヶ岳山

塊2,500m,飛騨山脈2,200-2,500m,三国山脈

2,200-2,500m,関東山地2,500mである｡ -イマ

ッ群落が主として分布し,その間に矧生低木や高山

性草本,辞苔地衣類が生育して群落を形成するが風

衝や崩壊,積雪などで/､イマツが生育しづらい立地

にはその地形に適応した群落が成立する｡

高山帯に出現するツツジ属が生育している植物群



24 島野光司･谷垣晃司

落は,コケモモー-イマツ群集がある｡

1.コケモモーハイマツ群集

この群集は,主に飛騨山脈,木曽山脈,八ヶ岳連

峰などに成立し,ツツジ属はキバナシヤクナゲ

(Rhododendron aureum)が標徴種として出現し

て,他には-クサンシヤクナゲ(Rhododendron

bylaCkycaゆum)が出現する｡他のツツジ科もコケ

モモ(Vaccinium vitis-idaea)が標徴種として出

現する他,コメバッガザクラ(Arcterica nana)辛

シラクマノキ(Gaultheria miqueliana),コヨウラ

クツツジ(Menziesia pentand7Ta)などが出現する.

主に乾燥した地域に-ナゴケやェイランタイといっ

た辞苔地衣類と共に出現する-イランタイ亜群集と

コガネイチゴやタケシマラン,タカネナナカマドと

いった-イランタイ亜群集より環境条件のよい場所

に成立するコガネイチゴ亜群集が存在する｡この他

にもこの2亜群集の移行途中であり,上記の植物を

欠く典型亜群集も存在する｡

亜高山帯のツツジ群落

亜高山帯は,一般的中こ1,500-1,800mから森林

限界までの標高を示す｡主にシラピソ,オオシラピ

ソ,トウヒが高木層に優占する群落が成立し,崩壊

地や急斜面にはコメツガやカラマツ,ダケカンバと

いった種が高木層に優占する群落が出現する｡

亜高山帯に出現するツツジ属が生育している植物

群落は,シラビソーオオシラビソ群集,コヨウラク

ツツジ-コメツガ群落,カラマツ群落,ミヤマ/､ン

ノキ-ダケカンバ群落,チシマザサ群落がある｡

1.シラビソーオオシラビソ群集

亜高山帯における極相となる針葉樹林である｡こ

の群集に出現するツツジ属はムラサキヤシオ

(Rhododendron albrechtii)辛-クサンシヤクナ

ゲがあり,他のツツジ科はサラサドゥダソ(En-

kianthus campanulatus)やコヨウラクツツジが出

現する｡下位単位として典型亜群集,カニコウモリ

亜群集,コメツガ亜群集,セリバシオガマ亜群集を

持つ｡この中でもコメツガ亜群集は隣接する群落に

よってさらに4つの変群集に分けられ,その中でも

アカミノイヌツゲ変群集はツツジ科とモチノキ科と

の結びつきが強い｡

2.コヨウラクツツジーコメツガ群落

シラビソーオオシラビソ群集が山腹の土壌の発達

した立地に生育するのに対し,コメ′ツガ林は土壌の

薄い立地に生育することが多い｡この群集は,コメ

ツガ,コヨウラクツツジ,ツルツゲ,シノブカグマ

といった亜高山帯に広く分布域を持ち,コメツガ林

との結びつきが強い種によって特徴づけられ,尾根

節,岩角地や傾斜地に成立する｡ツツジ属では-ク

サンシヤクナゲが出現し,他のツツジ科にはサラサ

ドゥダソやコヨウラクツツジが生育する｡サラサド

ゥダソ下位群落,典型下位群落, -クサンシヤクナ

ゲ下位群落に区分され,この中でもサラサドゥダソ

下位群落はツツジ科の植物との結びつきが強く,土

壌水分も良好で湿性植物や辞苔類も豊富である｡

3.カラマツ群落

中庸な立地でシラビソーオオシラビソ群集が発達

するため,自然のカラマツ群落ほより乾いた立地か

湿った立地かの両極端な立地で生育する｡カラマツ

群落は標高1,000-2,800mの範囲で広く分布して

いるといわれている｡長野県内において上高地,御

岳,浅間山,参科山,八ヶ岳などに分布し,この中

でも火山灰地や崩壊砂傑地といった土壌発達が不良

で不安定な立地に成立する｡また,カラマツ群落は

火山灰地か溶岩地か,また崩壊地や氾濫原といった

乾性遷移か湿性遷移かという要因によって群落組成

が変化する｡カラマツと特徴的に結びつく植物はみ

られず,隣接する群落によって林床の植物組成は変

化する｡浅間山にみられるカラマツ群落には-クサ

ンシヤクナゲやコケモモといったツツジ科植物が高

被度,高常在度で出現する｡千曲川の上流に存在す

る崩壊地のカラマツ林も崩壊地という特徴から,隣

接するシラビソ林,コメツガ林,ダケカンバ林の構

成種が侵入している持続性のない群落である｡

4.ミヤマハンノキーダケカンバ群落

この群落は,亜高山帯と高山帯の間で急斜面に成

立する｡標徴種はダケカンバ,ミヤマ-ソノキ,ミ

ヤマメシダ,ミネカエデなどであり,ツツジ属は-

クサンシヤクナゲやレンゲツツジ(Rhododendron

japonicum)が出現し,他のツツジ科はクロウスゴ

(Vaccinium ovallfolium)やオオバスノキ(Vac-

cinium smallii)が出現する｡高山帯付近,急斜面

ということもあり林内が明るいため草本層がよく発

達している｡ 3つの亜群集が存在し,飛騨山脈,赤

石山脈,木曽山脈にはオオヒョウタンボク,クロツ

リバナ,サラシナショウマなどを識別種とするオオ

ヒョウタンボク亜群集,戸隠山から苗場山にかけて

はチシマザサやシノブカグマを識別種とするシノブ

カグマ亜群集,八ヶ岳,美ヶ原,霧ヶ峰にはミヤマ

アキノキリンソウ,シナノザサを識別種とするミヤ

マアキノキリンソウ亜群集が存在する｡

5.チシマザサ群落

この群落は,長野県では妙高火山脈,浅間火山脈,
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北アルプス,御岳火山などの最大積雪深が2m以上

の多雪地帯に分布しており,風衝のため高木が生育

できない山頂付近や尾根や湿地,草原から樹林-と

移行する地帯に成立する｡ツツジ属はレンゲツツジ

が出現する｡また,森林上層の樹木が欠如したこと

によってその場所の林床にチシマザサが優占し,チ

シマザサの草原を形成することもある｡

山地帯のツツジ群落

長野県内において,山地帯は標高700-1,500m

付近といわれているが, 1,800m付近まで山地帯と

することもある｡ブナやオノ-ヤナギ, -ソノキと

いった多数の落葉広葉樹による植物群落が成立し,

ブナ林の他ではツガやヒノキが優占する群落にツツ

ジ科植物が出現している｡

山地帯に出現するツツジ属が生育している植物群

落は,チシマザサ-ブナ群団,スズタケーブナ群団,

サイゴクミツバッッジーツガ群集,ホンシヤクナ

ゲ-ヒノキ群集,オオモミジーケヤキ群集がある｡

1.チシマザサーブナ群団

日本海塾気候下の多雪環境に生育するブナ群落が

このチシマザサーブナ群団に属する｡この群団を標

徴するツツジ属には,ムラサキヤシオがあり,他の

ツツジ科ではアクシバ(Vaccinium japonicum)が

標徴種として存在する｡日本海型気候下に存在し,

野麦峠,志賀高原,菅平など長野県北部の湿潤な多

雪地帯に成立する｡各階層にブナが生育し純林を形

成していることが多く,林床にはチシマザサが優占

している｡

チシマザサーブナ群団の中にはオオシラビソープ

ナ群落,マルバマンサクーブナ群集,ヒメアオキー

ブナ群集の3群落があり,標高880-1,500mには

マルバマンサクーブナ群集, 1,500-1,800mには

オオシラビソープナ群落と標高で区分される2つの

群落と,湿原周辺といった湿度の高い環境に成立す

るヒメアオキーブナ群集が存在する｡

2.スズタケーブナ群団

太平洋型･内陸型気候下の寡雪環境生育するブナ

群落がスズタケーブナ群団に属するo　この群団には

ツツジ科のサラサドゥダソが標徴種として存在する｡

太平洋型気候下の赤石山脈,木曽山脈南部,御岳の

山腹といった長野県南部の積雪量が少ない地域に成

立する｡チシマザサーブナ群団のように純林を形成

することは稀で,ミズナラなどの夏緑広葉樹と混交

林を形成していることが多い｡林床にはスズタケが

優占するが,チシマザサ-ブナ群団のチシマザサほ

ど顕著には優占しない｡低木層にはトウゴクミツバ
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ツツジ(Rhododendron wadanum),タンナサワフ

タギ,オオモミジ等が多い｡

スズタケーブナ群団の中でツツジ属を含む群落は

2群落存在し,標高1,100-1,500mの乾燥した立

地にはヤマボウシープナ群集が,標高700-1,500m

の富養湿潤地にはイヌブナーブナ群集が成立してい

る｡

3.サイゴクミツバツツジーツガ群集

この群集は,ウスノキ(tjTaccinium hirtum),サ

イゴクミツバツツジ(Rhododendy10n nudipes),メ

カノツメ,タムシバなどを標徴種する群集である｡

長野県内では,飛騨山脈北部を中心にシノブカグマ

やホンシヤクナゲ,アカミノイヌツゲ等を区分種と

するホンシヤクナゲ亜群集が存在する｡また,島島

谷や大町市にはソヨゴ,ミヤマウグイスカグラ,ヤ

マツツジ(Rhododendron kaemiferi)等を区分種

とするソヨゴ亜群集が存在する｡

4.ホンシヤクナゲーヒノキ群集

この群集は,ホンシヤクナゲ,ウスノキを標徴種

とする群集である｡長野県内では,木曽谷と大町市

の一部にみられ,木曽谷では典型変群集,大町市で

はムラサキヤシオ,マルバマンサク,オオバクロモ

ジといった日本海側の多雪地に分布する低木を区分

種とするムラサキヤシオ変群集が存在する｡どちら

もヒノキが生育するやせ地,貧栄養,保水の少ない

環境に成立する｡

5.オオモミジーケヤキ群集

この群集は,オオモミジ,ウラゲエンコウカニデ,

ヤプレガサ,ミヤマクマワラビなどを標徴種とする

群落である｡ツツジ属は,トウゴクミツバッッジが

生育している｡長野県では標高1,000m以下で木曽

路,木曽川沿いの渓谷に分布し発達している｡ -イ

ザソスミレ,ホンモソジスゲ,シデシャジンといっ

た種群で区分されるホンモンジスゲ亜群集とサワシ

バやミヤマクロモジを区分種とするサワシバ亜群集
/

が存在する｡　　　　　:

低山帯のツツジ群落

低山帯は,標高700m以下の標高をさす｡本来な

らこの標高での温度帯は暖温帯とされ,常緑広葉樹

林が成立するが,長野県は冬期の気温が低いため,

常緑広葉樹の生育は困難である｡そのため落葉広葉

樹や常緑針葉樹が主に生育する立地となり,こうし

た温度帯は一般的に中間温帯と呼ばれている｡

低山帯に出現するツツジ属が属する群落は,ヤマ

ツツジ-アカマツ群集,モチツツジ-アカマツ群集,

コバノミツバッッジーアカマツ群集,サイゴクミツ
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バッッジーアカマツ群集,トウゴクミツバッッジ-

アカマツ群集がある｡

1.ヤマツツジ-アカマツ群集

この群集は,アカマツを標徴種とする群集である｡

高木層にアカマツ,亜高木層にサクラ類やクリ,コ

ナラ,カニデ類,低木層にコナラ,ヤマウルシ,ナ

ツ-ゼ(Vaccinium oldhami),ネジキ(Lyonia

ovalifolia)がみられ,草本層にはススキ,ワラビ,

アキノキリンソウといった乾燥に強い種がみられる｡

長野県内のほとんどのアカマツ林がヤマツツジーア

カマツ群集であり, 3つの亜群集を持ち,さらにそ

の下に計9つの変群集を持つ多様な植生を含む群集

である｡主に向陽地や開放的な立地,乾燥地に成立

する｡

2.モチツツジーアカマツ群集

この群集は,アラカシ,ヤブツバキ,サカキ,ツ

ブラジィ,モチツツジ(Rhododendron macrose-

如才〝∽)等を標徴種とする群集である｡長野県内で

は下伊那南部にみられ,乾燥の激しいやせた尾根筋

や山]頁部に成立する｡また,アベマキ,コウヤボウ

辛,ジャノヒゲ,テイカカズラといった暖帯性の植

物を多数含む｡

3.コバノミツバツツジーアカマツ群集

この群集は,コバノミツバッッジ(Rhododen-

dron reticulatum),ウラジロノキ,エゾヌカボ,

/､シドイを標徴種とする群集である｡長野県では佐

久と木曽でみられ,高木層には他のアカマツ林と同

様に樹高14-16mのアカマツが優占し,亜高木層

にはコナラが優占し,ヤマウルシやリョウブもみら

れる｡低木層にはコバノミツバッツジ,ヤマツツジ,

トウゴクミツバッッジ,レ/ゲツツジ等のツツジ科

植物が優占し,草本層の植被率は10-30%と低い｡

表土の厚い急傾斜地に成立する｡

4.サイゴクミツバツツジーアカマツ群集

この群集は,サイゴクミツバッッジ,ウスノキ,

カリヤスを標徴種とする群集である｡長野県では大

町と北安曇地方にみられている｡西南傾斜部のやせ

地に成立する｡

5.トウゴクミツバツツジーアカマツ群集

この群集は,トウゴクミツバッツジ,ミヤマママ

コナ,ホツツジ(Tnbetaleia bracteata)を標徴種

とする群集である｡木曽,松本,佐久で確認されて

いるが,生育地は少ない｡また,岩角地ややせ地に

成立するために高木層の樹高も5-8 mと低い｡

平均出現種数も17種と低く,厳しい立地であること

を示している｡

代償植生のツツジ群落

代償植生とは,本来自然植生が成立していた立地

に主に人間による撹乱(伐採や火入れなど)が加わ

った結果,環境条件が変化して,本来の植生とは別

の植物が侵入して成立した群落のことをいう｡

ツツジ属が存在する代償植生は,オオバクロモ

ジーミズナラ群落,レンゲツツジーシラカンパ群集,

トウゴクミツバツツジーコナラ群落,クリーコナラ

群落,カラマツ植林,アカマツ植林がある｡

1.オオバクロモジーミズナラ群落(山地帯)

この群落は, -イイヌツゲ,ヤマモミジ, -イイ

ヌガヤ,タチシオデを区分種とし,地域によって3

分される群落である｡筑摩山地の北端にあたる山地

にはアカマツやヤマツツジ,コバノガマズミなどの

ヤマツツジーアカマツ群集の診断種群によって識別

される典型下位単位が存在し,長野市北部から飯山

市にかけてはオオバギボウシやシナノキに与って区

分されるシナノキ下位単位が存在,また県最北部の

低地にはヒメアオキやェゾユズリ/､によって区分さ

れるヒメアオキ下位単位が存在する｡

2.レンゲツツジーシラカンパ群集(山地帯)

この群集は,シラカンパ,レンゲツツジ,ノリウ

ツギ,ズミ等を標徴種とし,風倒,火災,伐採等が

原因で二次的に成立したシラカンパが優占する群集

である｡主に海抜1200m以上の尾根筋,沢沿いの

崩壊地にみられる｡長野県内ではヤ-ガワカンパ,

ノ-ラアザミ,ミヤマアキノキリンソウ,チダケサ

シ等を区分種とし佐久地方を中心に分布するヤ-ガ

ワカンパ亜群集,辛-ダ,ユモトマユミ, -ルニレ

等を区分種とし戸隠山奥社でみられるキ-ダ亜群集,

ウワミズザクラ,ウリ/､ダカニデ, -ウチワカニデ,

ミヤマガマズミ,オオカメノキを区分種とし聖山,

黒姫山,万座温泉でみられるウワミズザクラ亜群集

の3亜群集に区分される｡

3.トウゴクミツバツツジーコナラ群落(低山～山

地帯)

この群集は,ソヨゴ,イヌツゲ,トウゴクミツバ

ツツジ,バイカツツジ(Rhododendron semibar-

batum),イヌシデを区分種とする群落である｡長

野県内では南部の伊那谷から木曽谷にかけてみられ

ている｡海抜500-1000m前後に分布し,コナラ林

としてほ上限に近い植分も含んでいる｡

4.クリーコナラ群落(低山～山地帯)

この群集は,ダソコウバイ,リョウプ,ウリカニ

デ,ネジキ,ツクバネウツギを標徴種とする群落で

ある｡乾燥した本州内陸部の立地に成立する｡海抜
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1,000m前後とコナラ林の上限に近い高さで分布す

る｡

5.カラマツ植林(低山～亜高山帯)

長野県において,この群落は山地帯を中心に全域

でみられ,海抜500-2,200mの範囲で植栽されて

いる｡ツツジ属はレンゲツツジとヤマツツジ,スノ

辛(Vaccinium smallii)が生育しており,松本市

北部の人々の生活域(800-880m)の近くにはコナ

ラ,フジ,カスミザクラ,ヒメジョオン,ネズミサ

シを構成種としてもつコナラ下位群落,海抜1,000

m以上にはサワフタギ,タラノキ,ミヤマザクラ,

ノリウツギ,オオバギボウシといった種群によって

識別されるヤマブドウ下位群落がある｡ヤマブドウ

下位群落は傾斜方向によってさらに下位区分され,

北西から東斜面にかけてはコマユミ,シシガシラ,

サワダツによって区分される下位単位が存在し,南

西斜面にはシナノザサ,ヨツバヒヨドリ,ウドなど

によって区分される下位単位が存在する｡

6.アカマツ植林(山地帯)

長野県内におけるブナクラス域の山地斜面にはア

カマツが植林されている｡この群落は薪炭材や飼料

の採取などの人の手が加わったことで成立したと考

えられている｡ツツジ属はネジキ,ヤマツツジ,レ

ンゲツツジ等が生育している｡主にアカマツが単植

されているが,最上層にアカマツが優占する下で,

ヒノキやモミが混植されていることもある｡若令林

か成林かで区分され,植林後4-5年で特徴的な種

群をもたない典型下位群落とノイバラ,ノブドウ,

カリヤスモドキ,オヤマボクチといった向陽地性の

植物種群をもつヤマウルシ下位群落が存在する｡

小海町のサラサドゥダン群落

小海町のサラサドゥダソ群落を調査した結果,こ

の群落はレンゲツツジーシラカンパ群集に相当する

と考えられる｡先に上げたレンゲツツジーシラカバ
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群集は,山火事後などを想定した代償植生で,本調

査地のサラサドゥダソ群落とは成因が異なるものの,

シラカソノゼやズミ,ミヤマイボタといった種はレン

ゲツアジーシラカンパ群集の標徴種であり,サラサ

ドゥダソ,ナナカマド,マ-ミもこの群集の下位単

位であるヤ-ガワカンパ亜群集の区分種として指定

されている｡ミヤコザサやミズナラも既存の調査結

果に随伴種として表記されている｡こうしたことか

ら小海町の天然記念物であるサラサドゥダソ群落は

レンゲツツジーシラカンパ群集に相当するものと考

えられる｡
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